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1. 株式会社 航空経営研究所立ち上がる 
 
JAL の OB 達 有志数人が集まって、航空経営と旅行流通のコンサルタント会社

「株式会社 航空経営研究所」を立ち上げた。 以下が、その会社案内である。 
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詳しくは、www.aviatn.comをご覧下さい。 
 
■ 
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2. オーランド、イサカ 米国旅行 
 
 
米旅行流通コンサルタント最大手の PhoCusWright 社が開催した「Conference」（11 月 12
日〜15 日、於米国フロリダ州 Orlando）（Conference のテーマは“BRAVING THE LONG 
TAIL”）に出席した。 
 
Conference の話については、別途、特集号を編集して ご案内する事にして、今回の旅

行 東京→Orlando (MCO)→Ithaca (ITH)→東京の 6泊 8日の北米旅行の手配で気が付いた

事を書いてみる。 
 
この旅行を決めたのは、9 月中旬であった。 Conference 出席後は、ニューヨーク州 Ithaca
に住んでいる娘夫婦に会いに行く事にした。 早速、JAL のサイトで検索して、悟空運

賃を利用する事にした。 旅程は、NRT→(JL)→ORD→(AA)→MCO〜〜〜SYR→(AA)
→ORD→(JL)→NRT のオープンジョーを悟空運賃（税燃油 SC を含め合計 ¥132,390）と

し、MCO→(US)→PHL→(US)→ITH は、悟空運賃がカバーしないので、この区間だけの

別券（￥13,690）を購入する事にした。 
 
 
旅程は、ホテルを含めて次の様になった。 
11 月 12 日 NRTORD  JL 010Y 12:00/08:20 
11 月 12 日 ORDMCO AA5448 11:45/15:20 
 
Radisson Resort Orlando  IN Nov 12  OUT Nov 15  $144.08（税サ込み） 
 
11 月 15 日 MCOPHL  US1250 09:45/12:14 
11 月 15 日 PHLITH  US3840 13:45/14:50 

    (Operated by US Express-Air Wisconsin Canadair Regional Jet 型機) 
 
The Statler Hotel      IN Nov 15  OUT Nov 18  $190.97（税サ込み） 
 
11 月 18 日 Ithaca→Syracuse Taxi  $150（税サ込み）（ITH-SYR 約 50 マイル） 
11 月 18 日 SYRORD  AA4480 07:00/08:10 
    (Operated by AA Eagle Embraer RJ145 型機) 
11 月 18 日 ORDNRT  JL009Y 11:05/15:20+1 
 
 
JAL 悟空運賃は、インターネットで購入すると▲4,000 円割引される特典が付いている。 

MCO→ITH の区間を別券購入しなければならなかった事と、それと、親切に細かく旅

程の相談にのってくれた JAL のコールセンターの案内嬢にも済まない様な気がした事

もあって、有楽町の JAL プラザで、オフラインで購入する事にした。 
 
実は、この悟空運賃を購入する事を決める前に、溜めたマイレッジを使用したビジネス

クラスでの旅行を試みた。 しかし、上記の旅程に対応する JAL の北米路線の全便が、

行きも帰りも満席で予約が出来ないと言う。 今回は、Conference 出席が目的なので、

旅程の柔軟度が低く日程を変更する事は出来なかったが、参考迄に何時の便ならマイレ
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ッジ優待券を使ってビジネスに乗れるか？ を調べてもらったらば、11 月 12 日の出発

日前後の 10 日間の、全北米便が東行便も西行便も全席満席であると言う。 Y クラス

普通運賃を購入して、ビジネスのキャンセル待ちを勧められたが、悟空運賃の倍以上も

支払った挙げ句に結局アップグレード出来ない、それこそ悲惨な結末を想像して、この

勧めはお断りする事にした。 
 
 
旅程を決定し、JAL プラザで航空券を購入する迄に、JAL コールセンターに 5 回以上は

電話しただろうか。 このコールセンターで気が付いた事がある。 
 
コールセンターへの電話は、先ず録音テープが回り、“問い合わせの内容に従った番号

を押せ”と言って来る。 自分の家の電話では幾ら番号を押しても、コールセンターは、

これを認識してくれない。 従って、毎回電話する度に、この録音テープの全てを 2 回

も聞かされる嵌めになる。（1 回目のテープを聞いた後に、“押した番号が認識出来ない

ので再度押せ”と言う。 そして、同じテープを復唱する。 このテープを全て聞かさ

れた後に、“押した 2 回目の番号が認識出来ないのでオペレーターに廻します”と言う。 

つまり、2 回も同じテープを聞かされる訳だ。） 録音テープが回り始めてから、実際

に電話係の人と繋がる迄に、（自分の家の電話では）少なくとも 2 分程度は待たされて

しまう事になる。（5 回以上も電話するとなると、同じテープを 10 回以上も、10 分以上

も聞かなければならない事になる。）（電話が混んでいる場合は、その分、更に待たされ

る。） 
 
複数回電話を掛ける人達は、要領を熟知してしまっているので、この録音電話の全てを

聞く必要が無い筈だ。 録音電話の途中でも、番号を押せる様に出来ないモノだろうか。 

そうなれば、どんなにか顧客のイライラを解消させる事が出来るのではないだろうか。 

その分、電話代だって安くなる筈だ。（iPod のアップル社は、これを実施している。） 
 
 
有楽町の JAL プラザは、白いトーンでまとめられた気持ちの良い作りになっていた。 

別券の MCO→ITH の US 航空の割引航空運賃は、本来ならば JAL では発券出来ないと

言う。 （JAL 券で発行出来るのは普通運賃だけとなり、片道 6 万円以上もしてしまう。） 

プラザの発券係の人は、親切にも、東京の US 航空事務所に連絡して、何とか全ての航

空券を用意してくれた。 
 
国際線の（一寸複雑な）航空券の購入には、この様に、まだまだ骨が折れる手配が必要

になってしまう。 今回の様な旅行手配が、完全にオンライン化出来る様になるまでに

は、未だまだ相当時間がかかるのかも知れない。 しかし、未だまだ、それだけ、合理

化する余地は相当残っていると言う事なのではなかろうか。 
 
 
 
以下に、今回の実際の旅行で印象に残った事を、幾つか書いてみる。 
 
成田空港の JAL チェックインでは、女房のスルー・チェックインが出来なかった。 
“回線の容量が不足している為だ”と説明されたが、この説明では全く要領を得ない。 

システム上の問題で、良くこう言うケースが発生するらしい。 チェックド バッゲッ

ジは、全てスルーで MCO まで運ばれるので、心配無いと言う。 
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異国の不慣れな空港の乗り継ぎは嫌なモノだ。 増しては、one world メンバーの AA
航空とのスルー・チェックインが出来ないなんて・・・！ 問題ジャ無いか。 
 
 
 
ホテルは、事前に TripAdvisor でチェックしておいた通りの内容のホテルだった。 
 
Radisson Resort Orlando は 3.5 星（5 段階評価）の等級で、Kissimmee 地区に在る 163 ホ

テルの第 34 番目の中級ホテルだ。 ホテルはかなり老朽化していて、部屋は決して奇

麗でなかった。 値段から言えばこんなモノなのだろう。 しかし、ベッドだけは、マ

ットレスの硬軟が電動機器で調節可能となっており、極めてコンフォタブルだった。 

なるほど! ホテルの間で、“ベッド戦争”が繰り広げられていると、何処かに書いてあ

ったッケ。 
 
ニューヨーク州の Ithaca は、コーネル大学のキャンパスが在る事で有名だ。 11 月中

旬にも拘らず、この地は既に摂氏零度以下の天気で、夏の Orlando から冬の Ithaca へ、

南から北へ移動する旅は、結構体力を消耗させる。 3 泊した the Statler Hotel は、Cornell
大学のキャンパスの中心に位置し、この学校が運営し、ホテル学部の生徒達がここで実

習している。（ホテル学部 School of Hotel Administration の生徒は、卒業迄に、200 時間

のホテル実務体験を要求される。） 
 
The Statler Hotel は 1987 年にオープンした 153 室のホテルで、レビュー・サイトの

TripAdvisor では、4.0 のレーティングが付けられている。 Ithaca に所在する 19 のホテ

ルの第 4 番目に位置する。 生徒達が一生懸命実務を勉強している事もあって、流石に

サービスが良いホテルだった。 面白い事に、このホテルは、Tanks Giving と Christmas
の休暇時期には、1 週間から 2 週間も、ホテルを閉じてしまう。 学校が休みとなるの

で、客足が遠のいてしまうのだそうだ。 

 
Cornell 大学キャンパス    

      The Statler Hotel         
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夏場に 70%を割り込む最悪の定時性を記録した米国国内線であるが、驚いた事に？ 
我々が搭乗した 4 区間は、全ての便がオンスケ運航だった。 預けた荷物も無事だった。 

米国内各社が供給を削減している為もあってか、スラック シーズンにも拘らず、殆ど

満席の便ばかりだった。 尤も、ローカル空港の ITH と SYR の発着便は、60 席以下の

リジョナル・ジェット機の運航であったので、L/F は当然高くなったのだろう。 機内

販売の$4 の機内食は、自分達が座った近辺の人達は、誰も購入していなかった。 何

ドルだったかは忘れたが、ミックス ナッツを買っている人が極僅か居た様だ。 SYR
発の AA Eagle CRJ 型機は、離陸直前にエチレングリコールの散布によるディアイシン

グが実施された。 溶剤散布後に、係の人が、素手で翼端の氷が完全に融けたかをチェ

ックしていたのが印象に残った。 この AA 航空の子会社も、間もなく売却されてしま

うのだろうか？ 
 
 
想像した通り、各空港のセキュリティー チェックは極めて厳しく、パソコンはケース

から出して、靴とコートやジャケットは全て脱いで、X レイ検査を受けなければならな

い。 コートやジャケットを脱がせる事によって、パッディング（ボディー・チェック）

の頻度を減少させたのだろう。 MCO→ITH の区間では、預けた荷物の鍵が壊されて、

スーツケースの中味が TSA（Transportation Security Administration=米運輸保安

局）によってチェックされていた。 
 
 
MCO 空港の US と、SYR 空港の AA のチェックインは、係の人の態度がぞんざいで、

それはひどいサービスだった。 この人達は、サービスが何であるかを、自分達がサー

ビス産業で働いている事を、全く理解していない。 MCO 空港の US チェックイン カ
ウンターにはセルフ チェックイン機が備え付けてあり、チケットレスの旅客は、チェ

ックイン係の偉そうな指示に従って、セルフ チェクインさせられていた。 US は、チ

ェックイン Kiosk の利用率を向上させて、空港コストを一層削減している。 自分達の

航空券は、紙の航空券であった為にセルフ チェックインが出来ず、この怖い係の人か

ら怒られずに済んでヤレヤレであった。 
 
 
JAL のサイトで予約した ABC 社が取り扱う携帯電話は、余りにも高い通話料金である

事が借りた後で分かったので、結局殆ど使わずに持ち帰った。 1 分の通話料金が 240
円（着信も同額）もした上に、呼び出しのベルが鳴ってから（つまり未だ通話もしない

内に）料金が課金されてしまう仕組みになっている。 これでは使えない。 
 
■ 
 
 
JAL OB 会の中に TripAdvisor もどきの、JAL OB の人達が書き込むことが出来る“JAL
レビュー・サイト”を立ち上げたらどうだろうか・・・と、余計な事かも知れないが、

この拙文を書いていてふと考えた。 こんな事を言うと、「何時迄もウルサイ」と現役

の人達に怒られそうだが、一番 JAL を知っている OB 達のコメントは、一般のレビュー・

サイトのそれよりもズーッと示唆に富んだコメントが得られるのではないだろう

か・・・と思った次第である。 
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表紙： 
#122 梵天勧請 
3 色 3 版 （骨板：シナベニヤ）

H 148mm×W 217mm 
2000 年 2 月作 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
今週号では、編集人の米国旅行の為に、他の記事は全てお休みとさせて頂きました。
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